
　
二
〇
一
二
年
一
〇

月
以
降
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

は
激
動
の
一
年
を
経

験
し
た
。
同
年
一
〇

月
に
は
「
二
一
世
紀

の
社
会
主
義
」
を
標

榜
す
る
ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ

ベ
ス
大
統
領
が
四
選

を
果
た
し
、
二
〇
年

に
及
ぶ
長
期
政
権
化
の
道
筋
を
つ
け
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
そ
の
一
カ
月
半
後
に

は
癌
再
発
を
公
表
し
、
摘
出
手
術
を
受
け
る

べ
く
急
遽
キ
ュ
ー
バ
に
旅
立
ち
、
そ
れ
を
最

後
に
一
度
も
国
民
の
前
に
姿
を
み
せ
た
り
声

を
聞
か
せ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
そ
し
て
新

任
期
の
就
任
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
今
年

三
月
五
日
に
死
去
し
た
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ベ

ス
大
統
領
の
死
去
を
受
け
、
四
月
一
四
日
に

再
度
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
短
い
選
挙

戦
の
あ
と
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
に
よ
っ
て
後

継
指
名
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ロ
副
大

統
領
（
当
時
）
が
僅
差
で
勝
利
を
お
さ
め
た
。

数
年
前
か
ら
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
「
チ
ャ
ベ

ス
な
き
チ
ャ
ビ
ス
タ
（
チ
ャ
ベ
ス
派
）
政
権
」

が
つ
い
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
当
初
は
二
〇
一
二
年
一

〇
月
の
大
統
領
選
挙
お
よ
び
一
二
月
の
地
方

選
挙
の
結
果
と
そ
の
後
の
展
望
を
分
析
す
る

た
め
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
研
究
者
三
人
を
迎
え

て
組
織
さ
れ
た
機
動
研
究
会
の
成
果
で
あ

る
。
大
統
領
選
挙
後

に
カ
ラ
カ
ス
で
集
中

的
に
議
論
を
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が

担
当
章
の
執
筆
に
か

か
っ
て
い
る
最
中
に

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の

癌
が
発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
大
統
領
の
病

状
に
つ
い
て
情
報
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
病
状
（
す
な
わ
ち
政
治

的
展
望
）
が
ま
っ
た
く
不
透
明
な
状
態
で
、

本
レ
ポ
ー
ト
は
執
筆
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
統
領
選
挙

と
地
方
選
挙
に
関
す
る
情
報
や
分
析
内
容
に

変
わ
り
は
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
は
状
況

が
ど
の
よ
う
に
転
じ
よ
う
と
も
短
中
期
的
展

望
を
見
据
え
る
際
に
重
要
な
情
報
と
視
点
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、

予
定
ど
お
り
の
内
容
で
発
表
す
る
こ
と
に
し

た
。
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
死
去
直
後
の
三
月
一

三
日
に
は
当
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
中

間
報
告
を
発
表
し
て
い
る
が
、
本
レ
ポ
ー
ト

は
そ
れ
に
大
統
領
死
去
、
再
選
挙
、
マ
ド
ゥ

ロ
政
権
の
誕
生
と
展
望
を
序
章
に
て
大
幅
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
章
の
構
成
と
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
序
章
で
は
、
二
〇
一
二
年
大
統
領
選

挙
が
な
ぜ
国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め

る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
背
景
、
そ
し

て
上
述
の
よ
う
に
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
癌
再

発
か
ら
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
誕
生
ま
で
の
経
緯
を

説
明
し
て
い
る
。
続
く
第
一
章
で
は
、
大
統

領
選
挙
の
背
景
と
し
て
、
な
ぜ
チ
ャ
ベ
ス
政

権
下
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
社
会
は
二
極
化
を
深
め

て
い
る
の
か
を
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
政
治

ビ
ジ
ョ
ン
、
社
会
政
策
、
そ
し
て
経
済
政
策

と
マ
ク
ロ
経
済
情
勢
か
ら
説
明
す
る
。
第
二

章
で
は
、
選
挙
の
背
景
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
の

ル
ー
ル
、
す
な
わ
ち
選
挙
法
・
制
度
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
こ
こ
で
は
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権

下
で
は
多
数
派
（
チ
ャ
ベ
ス
派
）
グ
ル
ー
プ

に
有
利
に
な
る
よ
う
な
選
挙
制
度
改
革
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
第
三
章
で

は
、
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
と
地
方
選

挙
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
に
つ
い
て
分

析
し
て
い
る
。
チ
ャ
ベ
ス
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
公
的
資
金
や
各
種
国
家
組
織
、公
務
員
、

国
営
放
送
な
ど
を
大
規
模
に
動
員
し
た
不
公

正
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
両
陣
営
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
違
い
と
し

て
、
チ
ャ
ベ
ス
陣
営
は
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の

カ
リ
ス
マ
を
利
用
し
、
支
持
者
ら
の
感
情
に

訴
え
か
け
、
チ
ャ
ベ
ス
と
支
持
者
ら
の
間
に

直
接
的
紐
帯
を
築
く
こ
と
で
支
持
を
固
め
よ

う
と
い
う
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
方
反

チ
ャ
ベ
ス
派
は
、
治
安
や
住
宅
問
題
な
ど
国

民
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
具
体
的
解

決
策
を
示
す
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
第
四
章
で
は
、
選
挙
の
結
果
分
析
か
ら

い
く
つ
か
興
味
深
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
第
一
に
過
去
の
選
挙
と
比
べ
て
チ
ャ
ベ

ス
（
派
）
候
補
の
得
票
率
が
大
き
く
低
下
傾

向
に
あ
る
一
方
、
反
チ
ャ
ベ
ス
派
が
得
票
率

を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
チ
ャ
ベ
ス

大
統
領
は
自
党
単
独
で
は
反
チ
ャ
ベ
ス
派
の

カ
プ
リ
レ
ス
候
補
の
得
票
率
に
及
ば
ず
、
共

産
党
な
ど
と
の
選
挙
同
盟
に
よ
っ
て
か
ろ
う

じ
て
勝
利
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
終
章
で
は
、
今
後
の
中
長
期
的
シ
ナ
リ
オ

を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
①
チ
ャ
ベ
ス
派

陣
営
の
結
束
の
維
持
か
弱
体
化
、
②
反
チ
ャ

ベ
ス
派
の
結
束
の
維
持
か
弱
体
化
、
③
国
内

経
済
情
勢
と
国
際
石
油
価
格
の
推
移
、
④
国

際
社
会
の
関
与
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
癌
再
発
を
発
表

す
る
前
に
四
人
の
執
筆
者
で
議
論
し
て
導
き

出
し
た
も
の
だ
が
、
チ
ャ
ベ
ス
死
去
、
そ
し

て
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
誕
生
後
の
情
勢
に
お
い
て

も
、
変
わ
ら
ず
有
効
な
分
析
の
視
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
と
い
う
個
性
の
強
い
政

治
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
海

外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
国
と
な
っ
た
。
と

は
い
え
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
情
報
が
少
な
い

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
情
勢
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
書

を
企
画
し
た
。
本
書
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
理
解
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
編
者
・
執
筆
者
一
同

願
っ
て
い
る
。
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